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夏至が過ぎ、日の長さが嬉しく感じられる季節が到来いたしました。梅雨明けを心待ちにする毎日です。
さて、本年度は新型コロナウィルス感染症も5類へと引き下げとなりましたが、これまでよりも一層の注意
をもって感染拡大には気を付けて参りたいと存じます。これからも、御理解と御協力を賜りますよう宜しく
お願いいたします。

令和５年６月１３日（火）ダイバーシティ推
進員研修会を行いました。今年度は京都大学複
合原子力科学研究所の名誉教授 裏出令子先生
に「大学における無意識のバイアスとダイバー
シティー」と題してWEBにてご講演いただきま
した。
無意識のバイアスとは性別・人種などの属性

により負の方向に評価を下してしまう偏見や固
定概念のことであり、言葉ではわかっているつ
もりでいても潜在的なものであるため、強く意
識しないとなかなか修正できないということを
実際にあった事例や研究結果を交えてお話しい
ただきました。
今までの経験から積み重ねてきた自分の中の

バイアスを変えることは無意識であるがゆえに
難しく、個人個人が強く意識して行動すること
が大事ということと、自分の意見のみにとらわ
れず周りの意見に耳を傾け多角的な視点を持つ
ことが大事であるとのお言葉をいただき、それ
ぞれが自分の中に持つバイアスを強く意識する
きっかけとなるご講演となりました。

育児サポート助成事業説明会を開催

令和５年５月３１日（水）「育児サポート助成事
業説明会」を開催いたしました。
「福島市ファミリーサポートセンター」からは、子
育ての援助をしてほしい方と子育てのお手伝いがで
きる方が会員となり、アドバイザーが両者の間に入
り《子育てを支援する》ボランティア事業について
伺いました。「こども緊急サポートふくしま」では
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ダイバーシティ推進員研修会を開催

日常生活の中で起こりうるお子さんに関する急なあれやこれに対応し、いくつかあるプランの
なかで《選べる子育て支援》について丁寧にご説明くださいました。「病児病後児保育所-すく
すく-」からは《病児病後児保育についての利用方法》として受け入れ可能なお子さん、受け入
れができないお子さんの状態などご説明いただきました。緊急時には医大附属病院への受診も
あるということでした。
それぞれ、ご利用いただくにあたりお申し込みや費用がかかりますので、
ご利用をお考えになられましたら一度ご確認ください。 （詳細はこちら→）



2018年6月4日より附属病院内に女性休養室が

開設され、毎月多数の教職員の方々に、搾乳

や女性特有の症状による体調不良時の休養に

ご利用いただいております。改めてご紹介い

たしますので、ご活用・ご利用下さい。

【場 所】本学附属病院 みらい棟2階

スタッフルーム内

【設置数】3室

【利用時間】土日・祝日・年末年始を除く

平日の９時～１７時

【設 備】ソファ、テーブル、タオルケット

福島県立医科大学では、個人として尊重され、性別・立場に関わらず、多様な価値観を認め合い、持てる個性と能
力を最大限発揮できる環境を築き、かつ、仕事と生活の調和を実現することを目指しております。
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E-mail：gendeqsp@fmu.ac.jp / Tel：024-547-1657（内線：2807）/  HP：http://www.fmu.ac.jp/home/gendeqsp/

ダイバーシティ推進室長 小宮 ひろみ

◆用語解説◆ 『LGBTQA』

今年度のイベント予定は下記の通りとなります。
・女性研究者カフェ（夏・冬の年2回）
・ダイバーシティ推進講演会（10月）
・各学部主催カフェ、会津医療センターカフェ
（それぞれ開催時期未定）

・スキルアップセミナー（秋ごろ）
・キャリアアップセミナー（秋ごろ）
・キャリアサポート交流会（9/29・冬の年2回）

《最近よく耳にするようになった
「LGBTQ」という言葉。これは、レズビ
アン（Lesbian）、ゲイ（Gay）、バイセ
クシュアル（Bisexual）、トランスジェン
ダー（Transgender）、クエスチョニング
（Questioning）の頭文字をとったもの。
性的マイノリティを表す総称の1つで、主
に性的指向と性自認に分けられる。》

《Aセクシュアル（アセクシュアル、エイ
セクシュアル）＝他者に対して性的欲求を
持たない人を指す》、《Aロマンティック
（アロマンティック）＝他者に対して恋愛
感情を抱かない人を指す》

出典：【日本財団ジャーナル】HPより一部抜粋

⚠利用に当たって⚠

ご利用いただく際の注意点については、

右のＱＲコードから

《女性休養室のご案内》を

ご一読いただけますよう

お願いいたします。

本学ではライフイベント（出産・育児・介
護・看護等）を抱えた教員の研究支援を
行っております。
令和 5年度、下半期配置分の要望調査を行い
ます。

◆対象者
本学に所属する助手以上の常勤教員のうち、
本人が以下のいずれかの要件を満たすもの。
①本人もしくは配偶者が妊娠中
②家庭おいて⼩学校6年生までの児童の養育
者

③同居・別居に問わず要介護認定を受けて
いる親族の介護者

④その他、上記に準ずる(家族の看病をして
いる等)状況にあること

◆支援を希望される方
７月中旬頃に案内予定です(デスクネッツ掲
載予定)

◆支援期間
令和 5年10月 1日～令和 6年 3月31日


